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県営国民宿舎えびの高原荘及び県営えびの高原スポーツ 
レクリエーション施設の指定管理候補者の選定について 

 

宮崎県商工観光労働部観光推進課  

 

１ 施設の概要 

施設名称 県営国民宿舎えびの高原荘 県営えびの高原スポーツレクリエーション施設 

所在地 えびの市大字末永1,489番地 

竣工年月 平成８年４月 平成元年６月 

設置目的 

 

国民の健全なレクリエーションの健康

増進に資するための施設 

県民の健全なスポーツレクリエーション

と体力の向上に資するとともに、国立公

園の利用促進と本県観光の振興に寄与す

るための施設 

施設概要 

 

 

 

 

・鉄筋コンクリート２階建 

・延床面積4,100㎡ 

・38部屋、延定員130名 

・温泉を利用した大浴場男女各１ヵ所

、家族風呂４ヵ所 

冬季はアイススケート場、それ以外はイ

ンラインスケート場として利用 

・リンク部面積1,800㎡ 

・製氷設備を収納する機械室棟、 

管理棟、休憩棟有り。 

主な施設 

利用状況 

 

 

宿泊者数 

・令和４年度 12,743人 

・令和３年度  9,615人 

・令和２年度     62人 

※ 令和２年５月１日から翌年３月31

日まで休業 

入場者数 

・令和４年度 19,498人 

・令和３年度 19,110人 

・令和２年度  11,146人 

現在の管理 

運営方法 

・指定管理者 株式会社レジャークリエイトホールディングス 

・指定期間  令和３年度～令和５年度（３年間） 

 

２ 指定管理者公募の概要 

募集期間 令和５年 11月８日～令和５年 12月 15日 

指定管理者が行う 

業務の概要 

・施設の利用に関する業務（利用料金の収受を含む。） 

・施設の維持及び保全に関する業務 

・施設に係る事業計画、決算等の業務 

※ 詳細は、募集要領等に定めるところによる。 

施設の管理運営の 

基本方針 

・県営国民宿舎えびの高原荘及び県営えびの高原スポーツレクリエーシ

ョン施設の設置目的に沿った効率的で効果的な管理運営を行う。 
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指定管理者の 

選定基準 

・利用者の平等な利用が確保されていること。 

・施設の効用を最大限に発揮する事業計画であること。 

・施設の管理運営に係る経費の縮減等が図られる事業計画であること。 

・事業計画を確実に実施するために必要な経理的基礎及び管理能力に関

する能力を有するものであること。 

・地域への貢献及び地域との連携を考慮した事業計画であること。 

指定期間 令和６年４月１日～令和 11年３月 31日（５年間） 

納付金  

・基本納付金年額 ０円 

・追加納付金年額 年間所得額×1/2 

※ 指定管理料は、支払いません。 

 

３ 審査方法等 

審査の流れ 

（書類審査） 

・提出された申請書等について、県が募集要領に示した資格要件の適否を

審査する。 

（指定管理候補者選定委員会による審査） 

・外部委員のみで構成する指定管理候補者選定委員会を開催する。選定委

員会では、書類審査を通過した応募者を対象に、各応募者のプレゼンテ

ーション及びヒアリングを行い、審査を実施する。 

（指定管理候補者選定会議による確認） 

・県の施設所管部局等で構成する指定管理候補者選定会議を開催する。選

定会議では、指定管理候補者選定委員会の審査結果を、施設所管課にお

いて選定基準等に基づき評価した結果と照らし合わせ、確認を行う。 

※ 指定管理候補者選定会議の確認後、県が指定管理候補者を選定する。 

指定管理候補者 

選定委員会 

委員 

委員長 田爪 広志   (宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合 

事務局長)  

委員 

安在 浩  （高千穂町企画観光課長） 

糸山 秀彦 （税理士） 

木原 俊一郎（えびの市観光商工課長） 

竹井 倫世 （宮崎県観光審議会委員） 
 

指定管理候補者 

選定会議 

委員 

議長 商工観光労働部長 

副議長 観光経済交流局長 

委員 

商工政策課長 

観光推進課長 

行政改革推進室長 
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審査項目・配点 

選定基準 審 査 項 目 配点 

①住民の

平等な利

用の確保 

施設運営に関する基本方針 

10 県が示した管理基準に対する理解及び対応 

管理運営上の現状と課題の認識 

②公の施

設の効用

を最大限

に発揮す

る事業計

画 

利用者サービスの向上に関する提案 

36 

利用者満足度把握や苦情・要望対応、運営改善へ

の反映 

利用者増への取組に関する提案 

指定管理者の業務に対する意欲 

施設等の維持管理の的確性 

③経費の

縮減等 

管理業務の効率化と経費の縮減に関する計画 
 6 

業務遂行のための適切な経費の積算 

④事業計

画を着実

に実施す

るための

管理運営

能力 

必要な体制の確保（適正な組織、人員配置、責任

体制） 

40 

職員の能力育成（研修体制） 

継続的に安定した運営が可能な財政的基盤（財務

状況） 

過去の類似事業の実績、評価 

事業計画と収支計画の具体性、的確性、実現可能

性 

施設及び設備の修繕等の負担区分への対応 

リスク管理と責任分担への対応 

個人情報保護、情報公開等への対応 

安全管理、危機管理への対応 

内部モニタリングの実施 

⑤地域へ

の貢献等 

環境保全への対応 

 8 地域経済等への配慮 

障がい者等への就労等への対応 

合  計   100 
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４ 審査結果等 

申請者（応募者） 

・株式会社クリル 

・小林まちづくり株式会社 

・合同会社ＨＯＬＳ 

・株式会社アイロード・プラス  ※申込み順 

審査結果 

・書類審査を行った結果、全ての申請者（上記４者）が資格要件を満

たしていると認められた。 

・指定管理候補者選定委員会を令和５年 12月 26日に開催し、書類審

査を通過した４者のプレゼンテーション及びヒアリングを実施し、

審査を行った。 

審査結果は次のとおり。 

１位：４４０点（小林まちづくり株式会社） 

   最低基準点（委員合計５００点満点の６割（３００点））

以上である。 

２位：４０８点 

３位：３８１点 

４位：１８６点 

・指定管理候補者選定会議を令和６年１月５日に開催し、選定委員会

の審査結果を、施設所管課において選定基準等に基づき評価した結

果と照らし合わせ、確認を行った。 

選定会議の確認結果は次のとおりであり、選定委員会の審査結果

と相違がないことを確認した。 

１位：８５点（小林まちづくり株式会社） 

   最低基準点（満点の６割（６０点））以上である。 

２位：７８点 

３位：７６点 

４位：３９点 

選定 

結果 

指定管理 

候補者 
 小林まちづくり株式会社（小林市） 

選定理由 

・選定委員会の審査において、採点結果が最低基準点を満たしている

こと、また、選定会議で審査結果は適当と確認したこと。 

・施設の管理運営を適正かつ着実に実施する能力を有していると認め

られること。 

・具体的な事業計画及び収支計画が立てられており、施設の効用を発

揮しつつ、指定期間を通じて安定した運営が見込まれること。 

・利用者の平等な利用など公の施設としての基本認識を有しており、

適切な利用者サービスの提供が期待できること。 
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選定 

結果 
選定理由 

＜優れた提案内容＞ 

・地域ＤＭＯ法人として、周辺自治体や事業者、地域住民等と連携し

ながら、体験型のプログラム商品やイベントを創出 

・地元の食材を活用した施設限定商品の開発 

・熊本空港や鹿児島空港に近いという立地を生かし、台湾などからの

インバウンドの誘客 

・子連れの家族の集客を図るため、スポーツレクリエーション施設を

活用した子ども向けコンテンツの充実 

 


